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5.4.2. 急傾斜地崩壊防止施設 

急傾斜地崩壊防止施設の標準的撮影箇所は、以下の通りとするが、現場状況を判断し、危険を

避けて、出来るだけ安全に撮影可能な箇所を適宜選定して、撮影するものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.4.2. 急傾斜地崩壊防止施設写真撮影箇所位置図 

 
表 5.4.2. 急傾斜地崩壊防止施設写真撮影箇所番号 

番号 工種 撮影対象物 
① 共通 全景 
② 共通 区域標識 
③ 張工 本体表面、裏込部 
④ プレキャスト法枠工 枠本体、中詰材 
⑤ アンカー工 頭部とその保護施設、支圧板、受圧構造物 
⑥ 擁壁工 本体表面 
⑦ 吹付工 本体表面 
⑧ 落石防護柵工 支柱、柵部 
⑨ 排水溝 本体 
⑩ 待受擁壁工 全景 
⑪   〃 背面状況（端部） 
⑫   〃 背面状況（端部） 

 

擁壁工は背面状況を連続的に撮影することが望ましいが、擁壁下部からの写真による状況確認

で損傷状況が判断できる場合は、背面状況は擁壁端部の状況写真のみで良いものとする。 
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【UAV 点検標準撮影方法（急傾斜崩壊対策工）】 

 

落石防止柵や擁壁類は人家の裏に位置することが多く、これらの施設の UAV 点検は、思わぬ墜落・

接触が危惧されるため、人家等上空や隣接しての撮影は、実施しないことが望ましい。 

 

 

【急傾斜崩壊対策施設の全景とクローズアップ撮影例】 
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5.4.3. 地すべり防止施設 

地すべり防止施設の標準的撮影箇所は、以下の通りとするが、現場状況を判断し、危険を避け

て、出来るだけ安全に撮影可能な箇所を適宜選定して、撮影するものとする。 

 

 

 

図 5.4.3 地すべり防止施設の各部位 

 

表 5.4.3 地すべり防止施設写真撮影箇所番号 

番号 工種 撮影対象物 
① 共通 全景 
② 共通 区域標識 
③ 水路工 本体 
④ 横ボーリング工 集水管孔口、集水枡 
⑤ 集水井工 本体とその管理施設、集排水管孔口 
⑥ 排水トンネル工 本体、排水路、集水管孔口 
⑦ アンカー工 頭部とその保護施設、支圧板、受圧構造物 
⑧ 杭工およびシャフト工 頭部 
⑨ 擁壁工 本体表面 
⑩ 法枠工 枠本体、中詰材 
⑪ 堰堤工、床固工、帯工 本体 
⑫ 護岸工 本体 
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【UAV 点検標準撮影方法（地すべり防止施設）】 

 

地すべり対策施設は、集水井をはじめ地下構造物が多いため、UAV 点検は地すべりブロック周辺を

含めた概括的な点検に効果を発揮する。徒歩による近接点検では、滑落崖など周辺状況の把握に多

くの時間を必要とするが、UAV 点検では短時間に斜面状態、植生や表面施設の変状を把握することが

できる。 

なお、カメラも高精度化が進み、アンカーキャップなどの劣化損傷も把握することができるので、

変状が確認されれば、ピンポイントの徒歩による近接点検が可能となるため、効率的な点検が期待

できる。 

 

【地すべり防止施設の俯瞰撮影例（地すべりブロック全景撮影）】 

 

 

【UAV 点検撮影画像例（アンカーキャップ等の劣化損傷確認）】 
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5.5. UAV 点検の活用 

5.5.1.  UAV 点検のメリット、デメリット 

 点検計画の立案にあたり、UAV を活用する場合には、次頁の表 5.5.1 に示すような UAV 点

検の特徴を踏まえたうえで、適切な点検計画を立案する必要がある。 

 

5.5.2.  UAV 活用のポイント 

 定期点検や臨時点検を実施する際には、UAV 等の優位性を踏まえ点検全体の効率性・安全

性を向上させるため、UAV 等の技術を積極的に活用する。 

なお、UAV を用いた点検の際はひび割れや欠損等の情報を把握するため、施設状況がわか

る定点写真の他、点検ルートの動画撮影や点検箇所における 3 次元点群データの取得等を合

わせて実施することも検討する。また、技術の進展に応じて、AIを活用した画像判読等の新

しい技術についても積極的に導入してゆくことが望ましい。 

 

   下記のように UAV による遠望点検の方が、効率性・安全性が向上する場合に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、活用にあたっては「砂防関係施設点検要領（案）R7.4 国土交通省砂防部保全課Ⅳ-4参考

資料：UAV 使用にあたっての手続き等」および「砂防現場における UAV 自律飛行点検マニュアル

（案）R7.4 国土交通省水管理・国土保全局砂防部保全課」を参照すること。
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表 5.5.1 UAV 点検のメリット・デメリットと注意すべき事項 
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表 5.5.2 砂防関係施設点検での UAV 活用ポイント 

 
 

 

 UAV 撮影ルートマップや離着陸のポイントや UAV 点検の有効性について、新様式に整理し

活用事例を広げてゆくものとする。 
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5.5.3.  UAV 点検実施上の留意点 

 安全性や効率性、現場条件等から UAV 点検を実施しようとする場合は、以下の表および「安全

確保のための留意点」「効率性向上のための留意点」「精度確保のための工夫点」を十分留意して

点検を行うこととする。 

  

表 5.5.3 UAV 点検を選択する条件 

条件 UAV 点検の選択要素 

離発着 
指定地等のなかで、離発着が可能なスペースが確保できるか。また、

関係法令の許可・同意などを得ているか。 

目視操縦 
目視操縦を原則とする。ただし、目視外飛行をする場合、操縦者(DIPS

登録者)と同等の能力を有する補助員を配置きるか。 

飛行中の安全確保 
航空法の飛行許可条件を満たした飛行であるか。また、情報セキュリ

ティを順守したうえで飛行が可能であるか。 

障害物の回避 樹木、送電線、配電線等の飛行に影響を与える障害物が無いか。 

気象条件 降雨・雷・降雪・強風等、UAV 仕様を満足しているか。 

機体整備 航空法よる許可条件を満足する機体整備・始業点検がなされているか。 

その他 航空法における付帯許可条件を満足しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


